
          

は
ら
は
ら
と
庭
に
お
ち
く
る
松
落
葉 

西
原
町 

児
玉
久
美
子 

郭
公
の
ひ
と
声
余
生
楽
し
め
り 

西
岡
町 

渋
谷
み
さ
子 

も
ど
か
し
く
摑
ま
り
歩
く
夏
の
雲 

南
桜
町 

宮
腰 

幸
子 

ひ
と
去
り
て
葉
桜
の
下
風
の
道 

旭 

町 

宝
澤 

房
子 

嬰
児

み
ど
り
ご

の
泣
く
声
髙
し
リ
ラ
の
花 

緑 

町 

池
田 

良
子 

ゆ
る
や
か
に
大
気
押
し
遣
る
夏
暖
簾 

 
 

 
 

 
 

仲 

町 

玉
野 

研
一 

朗
朗
と
老
鶯

ろ
う
お
う

今
を
鳴
き
渡
る 

元 

町 

竹
内
ス
ミ
エ 

草
取
り
の
疲
れ
の
抜
け
ぬ
六
十
路
か
な 

仲 

町 

梅
基 

文
子 

マ
ネ
キ
ン
を
真
似
て
お
洒
落
に
更
衣 

旭 

町 

大
河 

博
子 

郭
公
の
声
は
い
つ
も
の
林
か
ら 

旭 

町 

大
河
内
清
枝 

市
松
の
五
輪
の
ロ
ゴ
や
夏
便
り 

西 

町 

杉
浦
と
し
枝 

 

夏
草
を
か
き
分
け
進
む
幼
き
子 

藤
本
町 

鈴
木
ゆ
き
子 

ど
こ
ま
で
も
菜
の
花
畑
ペ
ダ
ル
踏
む 

西 

町 

高
井 

孝
子 

遠
き
日
の
旅
に
浜
昼
顔
あ
り
し 

東
町 

高
草
木
喜
代
子 

夏
草
を
踏
ん
で
近
道
友
と
逢
う 

西
岡
町 

高
瀬
久
美
子 

日
記
帳
初
蝉
聞
く
と
書
き
記
す 

東 

町 

高
橋
世
津
子 

夏
草
の
路
の
続
く
や
風
の
波 

西 

町 

文
梨 

清
子 

海
峡
の
空
一
飛
び
に
夏
の
雲 

西 

町 

金
澤 

賴
子 

朝
の
庭
露
を
と
ど
め
て
光
り
お
り 

元 

町 

印
牧 

安
子 

幼
な
子
に
相
好
く
ず
し
花
菖
蒲 

緑 

町 

齋
藤 

嘉
子 

ひ
ろ
し
ま
に
オ
バ
マ
の
祈
り
夏
近
し 

仲 

町 

坂
部 

和
子 

老
達
と
桜
満
開
瞳め

に
映う

つ

し 

元 

町 
西
崎 

弘
子 

待
望
の
慈
雨
も
降
り
過
ぎ
蛙
鳴
く 

屯
田
町 

古
屋 
克
江 

今
日
明
日
は
仏
壇
に
あ
り
桜
餅 

旭 

町 

大
河 

 
茂 

ま
た
一
人
加
は
る
素
振
り
夏
帽
子 

仲 

町 

芳
賀 

星
子 

 

     

  

                            

      

 
 

『タツノオトシゴ』 
 

長田 真作/作・絵 
 (ＰＨＰ研究所) 

 
 

 タツノオトシゴが、海の中

を歩いたり、かくれたり、花

のみつを吸ったり、自由に楽

しんでいます。全てが青一色

で描かれた、神秘的な海の世

界に引き込まれます。 

『あぶないよ、ふわふわケムちゃん』 
 

エドワード・ハーディ/文 
アリー・パイ/絵 

山口 文生/訳 
(評論社) 

 

 まっしろでふわふわのケムシの

ケムちゃん。ある日葉っぱを食べて

いると、カラスのカークロウに見つ

かり追いかけられてしまいます。か

くれんぼが得意なケムちゃんは、い

ろいろなところにかくれますが…

ケムちゃんはカークロウから逃げ

切ることができるのでしょうか？ 

新着図書 

・小やぎのかんむり 

（市川朔久子 著） 

・岩合さんの好きなネコ  

（岩合光昭  著） 

・宮内婦貴子シナリオ作品集 

 桜 散る日に 出陣学徒の 

 交響楽“第九”歓喜の歌  

（竹田津実 著） 

               

 

 


